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平
成
十
九
年
度
予
算
が
成
立

市
民
と
と
も
に
新
た
な
未
来
に
向
か
っ
て
踏
み
出
す
予
算

一
般
会
計
は
五
百
六
十
九
億
円

一
般
会
計
五
百
六
十
九
億
円
を
中
心
と
す

る
平
成
十
九
年
度
の
各
会
計
予
算
が
、
三
月

二
十
七
日
の
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確

定
し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に

代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会

審
査
概
要
及
び
討
論
を
掲
載
）。

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
か
ら
、
下

水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
・
老
人
保
健
（
医
療
）
会
計
・
介
護
保
険
事

業
会
計
の
四
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
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二
月
二
十
三
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
二
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
平
成
十
九
年
度
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人

の
会
派
代
表
質
問
、
十
三
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
を
初
め
、
計
三

十
六
件
の
市
長
提
出
議
案
、
四
件
の
議
員
提
出
議
案
の
審
議
・
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

計
予
算
（
企
業
会
計
）
ま
で
の
各
予
算
案
に

つ
い
て
は
十
四
名
の
委
員
か
ら
な
る
予
算
特

別
委
員
会（
三
月
一
日
に
設
置
）に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
十
三
日
開
会
の
同
委
員
会
で
正
副

委
員
長
が
互
選
さ
れ
、
続
く
十
四
日
か
ら
実

質
五
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
七
日
の
本
会
議
で
は
、
島
崎
義
司
予

算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審
査

の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、

報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
が
行
わ
れ
、
個

別
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
・
下
水
道
事
業

会
計
・
老
人
保
健
（
医
療
）
会
計
・
水
道
事

業
会
計
予
算
は
全
会
一
致
で
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
・
介
護
保
険
事
業
会
計
予
算
は

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の

激
変
緩
和
措
置
を

可
決

三
月
十
三
日
の
本
会
議
で
、「
武
蔵
野
市

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

本
条
例
案
は
、
税
制
改
正
に
よ
る
住
民
税

の
フ
ラ
ッ
ト
化
に
伴
う
、
国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
増
に
対
し
、
激
変
緩
和
措
置
を
講

ず
る
も
の
で
す
。
現
在
、
国
民
健
康
保
険
税

は
、
市
民
税
所
得
割
額
に
百
分
の
百
九
十
五

を
乗
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
十
九
、

二
十
年
度
に
限
り
、
百
分
の
百
七
十
五
に
、

二
十
一
年
度
は
百
分
の
百
八
十
五
に
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
へ
の
影
響
額
は
、
平
成
十
九
、
二
十
年

度
で
各
二
億
二
千
六
百
万
円
、
二
十
一
年
度

で
一
億
千
百
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
す
。

本
案
は
三
月
七
日
の
厚
生
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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●市議会だよりは、市民の
みなさんからの公募写真を
1面に掲載しています。次
回の応募要領については、
8面をごらんください。
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田
中
節
男
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

調
整
計
画
市
民
会
議
の
あ
り
方
は

真
の
市
民
参
加
と
い
え
る
の
か

与
座
武
議
員
●
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ

「
災
害
弱
者
救
済
が
防
災
の
要
」の

視
点
で
の
地
域
防
災
計
画
の
改
定
を

砂
川
な
お
み
議
員
●
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス（
仮
称
）

管
理
を
機
能
別
に
で
き
な
い
か

本
間
ま
さ
よ
議
員
●
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
の

実
施
を

Setsuo Tanaka

Takeshi Yoza

問

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
（
仮
称
）

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
図
書
館
機

能
を
現
時
点
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
か
ら

考
察
す
る
と
、
ソ
フ
ト
構
築
の
面

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

は
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。
図
書

館
部
分
と
複
合
施
設
は
分
け
て
管

理
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

当
施
設
は
図
書
館
法
に
基
づ

く
図
書
館
で
あ
り
一
体
的
な
管
理

が
大
前
提
だ
が
、
多
様
な
施
設
構

成
が
あ
る
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

施
政
方
針
に
よ
れ
ば
、
抜
本

的
な
浸
水
対
策
を
含
め
た
下
水
道

総
合
計
画
を
平
成
二
十
年
度
ま
で

に
作
成
と
あ
る
。
都
市
の
イ
ン
フ

ラ
や
公
共
施
設
等
、
都
市
基
盤
の

再
整
備
は
重
要
な
課
題
だ
が
、
こ

れ
ら
を
一
気
に
実
施
し
た
場
合
、

ど
の
程
度
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答

大
ま
か
な
金
額
だ
が
、
下
水

道
全
体
の
再
構
築
と
な
る
と
四
百

億
円
、
水
道
で
三
百
億
円
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
建
設
当

Naomi Sunagawa  

問

第
四
期
長
期
計
画
調
整
計
画

市
民
会
議
に
つ
い
て
①
子
ど
も
・

教
育
分
野
の
あ
る
委
員
が
、
他
人
の

テ
ー
マ
を
盗
用
し
た
論
文
を
大
学

内
の
機
関
誌
に
寄
稿
し
て
問
題
と

な
っ
た
経
緯
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ

た
が
、
市
長
は
こ
の
委
員
に
市
民
会

議
委
員
を
辞
任
す
る
よ
う
求
め
た

の
か
②
緑
・
環
境
・
市
民
生
活
分

野
市
民
会
議
委
員
の
十
六
名
が
、
市

議
会
の
議
決
や
第
四
期
基
本
構
想
を

無
視
す
る
内
容
の
提
言
を
武
蔵
野
プ

レ
イ
ス
（
仮
称
）
専
門
家
会
議
に
提

出
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
真

の
市
民
参
加
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

答

①
詳
細
を
把
握
し
て
い
な
い

が
、
辞
任
す
る
か
ど
う
か
は
本
人

が
判
断
す
べ
き
こ
と
と
考
え
る
②

市
民
会
議
の
総
意
で
は
な
く
、
有

志
に
よ
る
提
言
で
あ
る
た
め
、
専

門
家
会
議
で
も
一
つ
の
意
見
と
し

て
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問

な
ぜ
二
十
年
以
上
前
に
発
刊

さ
れ
た
「
子
ど
も
と
お
と
な
の
日

代 表 質 問

本
国
憲
法
」
を
復
刻
・
配
布
す
る

の
か
。

答

口
語
訳
の
た
め
わ
か
り
や
す

く
、
発
行
当
時
大
変
好
評
だ
っ
た

た
め
、
憲
法
を
も
う
一
度
理
解
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
復
刻
す
る
。

問

本
市
に
お
け
る
自
治
基
本
条

例
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

市
民
、
行
政
、
議
会
の
役
割

等
を
定
め
、
市
民
の
参
加
の
あ
り

方
を
掲
げ
た
内
容
に
し
た
い
。

問

市
長
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

条
例
で
、
法
政
第
一
中
・
高
等
学

校
跡
地
の
よ
う
な
問
題
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
。

答

土
地
取
引
の
情
報
を
事
前
に

提
供
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
定
め

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
声

を
聞
き
な
が
ら
の
事
業
計
画
が
な

さ
れ
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
団
塊
世
代
対
策
、
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ
ー
の
増
設
、
境
浄

水
場
敷
地
内
の
商
業
ビ
ル
建
設
等

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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災
害
弱
者
救
済
が
防
災
の
要
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
改
定
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

答

現
行
の
計
画
は
、
平
成
十
二

年
に
修
正
し
た
も
の
で
、
こ
の
間

に
進
め
ら
れ
て
き
た
地
域
の
防
災

の
取
り
組
み
も
計
画
の
中
で
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

現
状
の
社
会
環
境
を
反
映
す
る
よ

う
に
改
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
帰

宅
困
難
者
、
避
難
所
の
ト
イ
レ
、

多
く
の
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い
る
ペ
ッ

ト
の
問
題
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

対
応
策
を
示
し
て
い
き
た
い
。

問

こ
れ
ま
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
展
開
で
き
た
の
は
議
会
と

行
政
が
一
致
団
結
し
て
、
市
民
の

問

平
成
十
九
年
度
は
、
東
京
都

の
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
伴
い
、

武
蔵
野
市
地
域
防
災
計
画
を
実
効

性
の
高
い
現
実
的
な
も
の
に
改
定

す
る
と
あ
る
が
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
視
点
か
ら
、
市
政
の

骨
格
を
な
す
非
常
に
重
要
な
計
画

で
あ
る
。
高
齢
者
や
障
害
者
、
乳

幼
児
を
持
つ
母
親
、
外
国
人
等
、

第1回定例会2日目の2月27日、市長の施政方針に対して、
7名の会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

Masayo Homma

問

い
わ
ゆ
る
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
拡
大
に
向
け
て
、
都
に
対
し
、

全
額
助
成
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
都
が

全
額
助
成
し
な
く
と
も
、
本
市
独

自
に
全
額
助
成
し
、
子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
を
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

都
の
制
度
で
あ
る
、
義
務
教

育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、

小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年

生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
三

割
の
う
ち
、一
割
を
都
と
市
で
負
担

す
る
も
の
で
、一
定
の
所
得
制
限
が

あ
る
。
本
市
と
し
て
、
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
の
か
、一
割
助
成
を
広
げ

ら
れ
る
の
か
研
究
し
、
六
月
ま
で

に
案
を
作
成
し
た
い
。

問

「
子
ど
も
と
お
と
な
の
日
本
国

憲
法
」
が
復
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
事

業
の
中
で
、
中
島
飛
行
機
製
作
所

の
記
録
保
存
事
業
が
予
算
計
上
さ

れ
た
。
毎
年
の
平
和
行
事
と
し
て
、

継
続
す
る
こ
と
を
望
む
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

答

歴
史
を
語
り
継
ぐ
事
業
は
、

今
後
も
継
続
的
な
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
き
た
い
。

問

中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答

現
在
教
育
委
員
会
で
議
論
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

実
施
に
向
け
た
検
討
を
来
年
度
に

進
め
て
い
き
た
い
。

問

介
護
保
険
利
用
者
に
対
す
る

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
利
用
料
減
免
制

度
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

対
象
者
数
、
対
象
要
件
を
伺
う
。

答

対
象
者
数
は
七
百
人
程
度
だ
。

要
件
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、所

得
制
限
が
あ
る
。ま
た
、従
来
必
要
で

あ
っ
た
預
貯
金
の
証
明
は
不
要
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
基
金
、
学
校
・
水

道
・
下
水
道
施
設
の
改
修
計
画
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
て
か
え
、

職
員
定
数
削
減
、
少
人
数
学
級
に

つ
い
て
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

「施政方針」は武蔵野市役所
のホームページ（http://www.
city.musashino.lg.jp/cms/
guide/menu/m0469.html）
でご覧いただけます。
また、市役所の市政資料コー
ナー、各市政センター、各
コミュニティセンターで配布
しています。

声
に
耳
を
傾
け
、
高
い
目
標
を
掲

げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
と
考
え
る

が
、
施
政
方
針
か
ら
は
そ
う
し
た

思
い
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

答

ご
指
摘
の
と
お
り
、
市
民
、

議
会
、
行
政
が
と
も
に
構
築
し
て

き
た
結
果
と
考
え
る
。
今
後
と
も
、

市
民
の
声
を
聞
き
、
地
域
の
課
題

を
踏
ま
え
た
新
た
な
施
策
を
進
め
、

市
民
要
望
を
か
な
え
て
い
き
た
い
。

問

福
祉
都
市
武
蔵
野
に
ふ
さ
わ

し
い
、
き
め
細
か
な
福
祉
施
策
を

実
施
す
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答

制
度
改
革
が
進
む
中
で
、
制

度
の
す
き
間
で
漏
れ
て
し
ま
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
個
々
に
応
じ
て

き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
だ
。

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
国
語
力
、

市
民
参
加
、
平
和
施
策
等
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

時
の
費
用
六
十
数
億
円
に
撤
去
費

用
な
ど
を
加
え
た
額
が
必
要
に
な

る
と
考
え
る
。

問

ま
ち
づ
く
り
条
例
や
景
観
条

例
が
あ
れ
ば
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
の
よ

う
な
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

は
、
土
地
取
引
の
段
階
か
ら
情
報

を
地
域
に
提
供
し
、
同
時
に
地
域

要
望
が
早
く
伝
わ
る
よ
う
な
仕
組

み
を
考
え
て
い
る
。
若
干
な
り
と

も
そ
う
し
た
問
題
は
解
決
に
向
か

う
だ
ろ
う
。
景
観
条
例
は
景
観
的

な
視
点
か
ら
ル
ー
ル
化
を
す
る
も

の
で
、
景
観
地
区
を
定
め
る
こ
と

で
高
さ
制
限
が
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
民
参
加
の
仕
組

み
、
小
・
中
学
生
の
学
び
保
障
、

観
光
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
戦
争
の
記

憶
の
継
承
、
平
和
資
料
の
収
集
等

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ただ



三
宅
英
子
議
員
●
む
さ
し
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

三
地
区
の
建
設
計
画
を
初
め
、市
民
と
の

協
働
の
新
た
な
仕
組
み
・
取
り
組
み
を

き
く
ち
太
郎
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

新
し
い
教
育
基
本
法
へ
の

姿
勢
を
問
う

Eiko Miyake

Taro Kikuchi

市
の
方
針
を
十
分
に
説
明
し
て
い

く
。
武
蔵
境
の
農
水
省
跡
地
は
、

今
後
、
市
の
見
直
し
案
を
定
め
、

市
議
会
を
経
て
実
施
設
計
に
取
り

組
む
。

問

「
事
務
事
業
・
補
助
金
見
直
し

検
討
委
員
会
」
か
ら
出
た
資
料
に

よ
る
と
、
市
役
所
内
部
の
事
業
ス

リ
ム
化
の
意
識
は
極
め
て
低
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
の
よ
う
に

打
破
す
る
考
え
か
。

答

各
担
当
者
の
自
己
評
価
の
み

で
事
務
事
業
等
を
見
直
す
の
で
は

な
く
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
、
第
三

者
の
視
点
も
交
え
議
論
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

問

市
民
と
の
協
働
を
進
め
る
た

め
に
、
政
策
過
程
の
透
明
性
を
高

め
、
情
報
公
開
を
市
政
全
体
の
仕

組
み
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

情
報
公
開
と
市
民
参
加
は
車

の
両
輪
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
情
報
提
供
の
あ
り
方

の
問
題
点
を
考
慮
し
、
議
論
の
経

過
報
告
も
含
め
、
わ
か
り
や
す
く

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

問

平
成
十
九
年
度
は
三
位
一
体

改
革
の
影
響
で
八
億
円
の
大
幅
な

税
収
減
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
の

基
金
運
営
、
財
政
運
営
の
基
本
姿

勢
に
つ
い
て
伺
う
。

答

将
来
的
な
財
政
需
要
に
備
え

る
た
め
、
特
に
公
共
施
設
・
学
校

施
設
の
再
整
備
等
の
基
金
の
積
み

立
て
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。こ

の
ほ
か
、
今
後
の
市
民
と
の

協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民

会
議
に
お
け
る
市
民
意
見
に
つ
い

て
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問

吉
祥
寺
東
地
区
、
三
鷹
地
区
、

武
蔵
境
地
区
の
三
地
区
で
市
民
を

巻
き
込
む
建
設
問
題
が
起
き
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
市
民
と
の

協
働
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

吉
祥
寺
東
町
の
法
政
跡
地
、

三
鷹
駅
北
口
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
問

題
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
方
に
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武蔵野市の現状と課題

武蔵野市は、今年市制施行60周年を迎え、これまで

築き上げてきた伝統と誇りを受け継ぎ、新たな未来へ

とつなげるまちづくりが求められている。少子高齢化、

社会保障制度の変革期、団塊世代の定年期において、

健康で長生きできるための施策、子育て環境の整備、

安全な市民生活の確保、団塊世代の受け皿づくり、

福祉都市武蔵野にふさわしい施策を推進する必要が

ある。

市政運営の基本方針

①市民参加から新たな市民協働へ
一昨年の市長就任以来、「市民が主役」の市政を目

指して市民参加を進めてきたが、さらに市民からの意見

を施策や計画に反映させ、市民との協働のまちづくりに

向けた取り組みを進める。

②誰もが安心して暮らし続けることのできるまちへ
きめ細かな福祉施策、地域の子育て支援の場の充実

を図り、防災・安全センター（仮称）を拠点とした防災安

全機能の強化を行うとともに、中学校給食の一部試行、

知的創造拠点としての武蔵野プレイス（仮称）の整備を

進める。

③都市の再生と持続可能な都市形成
環境基本計画に沿って、市民・事業者が省エネなどに

取り組めるよう支援を行うと同時に、地球温暖化を抑制

する事業を実施する。また、公共施設等の維持更新計画

を立案し、都市施設の再生に取り組む。

④活力あるまちづくりの時代に向けて
武蔵境駅舎連続施設の建設に着手し、武蔵境地域

の活性化に取り組むとともに、三鷹駅北口の大規模な

ビル開発では、総合設計制度を活用して、周辺環境へ

の配慮とまちづくりへの協力を要請し、活力ある駅前

地区の整備に取り組む。また、吉祥寺では、グランドデ

ザイン委員会で示された将来像の実現を目指す。

さらに、まちづくり条例の制定を目指す。

⑤健全な行財政運営と市民サービスの充実
事務事業・補助金、職員定数・給与の見直し、各種証

明書自動交付機設置の検討等、市役所のスリム化と

市民サービスの向上に取り組む。

主要な施策

①地域での暮らしを支える福祉の充実（高齢者の健

康づくり支援、地域療育推進事業等）②子育てしやす

い環境の充実（産前・産後支援ヘルパー試行事業の

拡充、私立幼稚園入園料補助金の増額、特別支援教

育の推進等）③持続可能な環境共生都市づくり（校舎

の壁面緑化、ごみ減量キャンペーン等）④活力ある都

市の再生（路線商業活性化支援、市内産農産物のPR

等）⑤安全・安心なまちづくり（防火水槽設置、ブルー

キャップ活動時間の延長、分譲マンション耐震診断助

成の拡充等）⑥市民文化の創造（武蔵野の歴史展の

開催、非核都市宣言25周年記念事業の実施等）⑦新

たなまちづくり（景観計画の検討、電線類地中化、バ

リアフリー化の推進等）⑧都市のリニューアルの推進

（下水道管・浄水場の調査、学校施設の耐震補強設

計等）⑨市民との協働に向けての取り組み（市民との

協働スペースの設置、NPO法人補助制度の拡充等）

⑩健全な財政運営と市役所改革の推進（職員定数削

減、財政援助出資団体の自律的経営に向けた改革推

進等）

市長の施政方針

誰もが安心して暮らせる
市民の笑顔があふれる
魅力あるまちを目指して
【市長が2月23日の本会議で行った「施政方針※」の要旨です】

邑上守正市長 Morimasa Murakami

す
る
た
め
に
、
本
市
は
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

大
き
な
方
向
で
異
論
は
な
い

が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
中
で
、

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
を
絶
対
的
な

尺
度
と
し
て
子
ど
も
に
押
し
付
け

て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
。

問

戦
後
の
日
本
の
平
和
は
、
日

米
安
全
保
障
条
約
と
自
衛
隊
の
国

防
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ

て
平
和
を
維
持
し
て
き
た
と
考
え

る
。
日
米
安
保
も
一
定
の
役
割
を

果
た
し
た
が
、
憲
法
第
九
条
も
大

き
な
貢
献
を
し
て
き
た
と
考
え
る
。

問

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
施

策
が
不
十
分
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
こ
ま
で
本
気
で
取
り
組
む
の
か
。

答

高
齢
者
福
祉
以
上
に
大
き
な

課
題
と
考
え
る
。
子
育
て
支
援
施

策
の
充
実
に
よ
り
、
子
育
て
を
し

た
い
と
思
う
市
民
を
ふ
や
し
た
い
。

問

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え
、

民
間
で
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

市
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

民
間
活
力
を
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
姿
勢
を
伺
う
。

答

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と

さ
な
い
の
が
前
提
で
あ
る
が
、
可

問

昨
年
十
二
月
に
新
し
い
教
育

基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
新
し

く
付
け
加
え
ら
れ
た
目
標
を
達
成

小
林
清
章
議
員
●
市
議
会
公
明
党

小
中
学
生
の

医
療
費
軽
減
の
拡
大
を

Kiyoaki Kobayashi

か
検
討
し
た
い
。

問

第
二
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
時

代
に
入
り
、
公
共
施
設
等
の
維
持

更
新
に
は
財
政
的
裏
づ
け
が
必
要

と
な
る
が
い
か
が
か
。
特
に
、
水

道
部
施
設
は
建
て
か
え
時
期
に
な

る
が
解
決
策
は
。

答

財
政
計
画
と
連
動
し
た
整
備

計
画
を
策
定
す
る
。
特
に
水
道
部

施
設
は
早
急
に
対
応
策
を
検
討
す

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問

圧
倒
的
に
多
い
と
思
わ
れ
る
市

政
に
参
加
し
な
い
市
民
の
多
様
な
意

見
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
施
策

に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

答

市
民
と
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
だ
れ
も
が
意
見

を
言
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
職
員
に
も
地

域
に
出
て
市
民
の
声
を
聞
く
よ
う

に
言
っ
て
い
る
。

問

吉
祥
寺
の
荷
さ
ば
き
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
の
実
証
実
験
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
実
験
が
終
わ
れ

ば
元
の
状
態
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
根
づ
か
せ
て
い
く
考
え
は
。

答

今
回
の
実
験
で
課
題
を
見
つ

け
出
し
、
実
現
化
に
向
か
い
た
い
。

問

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
大
量
退
職

に
伴
い
、
そ
の
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
、
経
験
を
ど
の
よ
う
に
継
承

し
て
い
く
考
え
か
を
伺
う
。

答

経
験
豊
富
な
職
員
の
退
職
の

影
響
を
大
変
心
配
し
て
い
る
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
定
年
後
も
何

ら
か
の
形
で
市
政
運
営
に
協
力
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
、

中
学
校
給
食
、
吉
祥
寺
東
町
の
地

区
計
画
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

問

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
、
都
の
平
成
十

九
年
度
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
た

が
、
市
と
し
て
さ
ら
に
軽
減
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答

十
月
ス
タ
ー
ト
を
目
途
に
、

都
の
制
度
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に

市
と
し
て
ど
こ
ま
で
軽
減
で
き
る

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
大
い
に
民

間
の
力
を
借
り
て
い
く
べ
き
だ
。

問

中
学
校
給
食
は
弁
当
選
択
制

が
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
そ

の
場
合
、
民
間
業
者
の
委
託
や
公

設
民
営
等
、
実
施
の
方
法
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

弁
当
を
支
持
す
る
家
庭
も
あ

る
た
め
、
選
択
制
の
給
食
が
よ
い

と
考
え
る
。
運
営
方
法
は
中
学
校

給
食
検
討
委
員
会
で
の
議
論
の
結

果
を
待
ち
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
水
害
対
策
、
農
地
の

購
入
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
て
か
え
、
市
営
住
宅
等
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。※「施政方針」：「平成19年度施政方針並びに基本的施策」は、武蔵野市役所のホームページ（http://www.city.musashino.lg.jp/cms/guide/menu/

m0469.html）でご覧いただけます。また、市役所の市政資料コーナー、各市政センター、各コミュニティセンターで配布しています。
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問

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
事
業

の
実
施
に
際
し
、基
本
的
考
え
を
伺
う
。

答

本
市
の
六
十
年
間
の
歩
み
を
振

問

都
補
助
金
と
し
て
区
画
道
路
事

業
費
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

国
か
ら
も
補
助
金
が
出
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
国
・
都
か
ら
で
き
る

限
り
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

当
該
事
業
は
、
東
京
都
だ
け
の

補
助
対
象
事
業
で
あ
り
、
国
か
ら
の

補
助
金
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
、
制

度
再
編
等
の
機
会
を
と
ら
え
、
積
極

的
に
補
助
金
を
獲
得
し
て
き
た
が
、

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、
可
能
な

限
り
補
助
金
の
獲
得
に
努
め
た
い
。

問

市
報
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て
、

問

二
歳
児
ま
で
の
保
育
園
に
入
っ

て
い
た
乳
児
が
三
歳
に
な
る
と
保
育

園
に
入
れ
な
い
状
況
が
出
て
き
て
い

る
。
改
善
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
所

見
は
。

答

都
の
認
証
保
育
所
な
ど
で
は
卒

園
が
三
歳
児
の
施
設
も
あ
り
、一
定

の
基
準
で
選
考
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
保

育
需
要
の
動
向
を
見
き
わ
め
、
定
数

の
弾
力
化
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
は
道
路
運
送
法

の
改
正
に
伴
い
、
骨
折
し
た
場
合
な
ど

で
は
利
用
が
で
き
な
く
な
る
等
の
懸

念
が
あ
る
と
聞
く
が
状
況
は
。

答

同
法
改
正
に
よ
り
、
福
祉
有
償

運
送
は
運
営
協
議
会
の
登
録
制
で
運

営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、レ
モ
ン

キ
ャ
ブ
は
平
成
二
十
年
ま
で
は
今
ま

で
の
運
行
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
後

問

新
生
児
訪
問
事
業
、「
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
の
内
容
は
。

答

虐
待
の
防
止
・
発
見
を
目
的
に
、

こ
れ
ま
で
希
望
者
の
み
だ
っ
た
訪
問

対
象
を
全
新
生
児
と
す
る
も
の
だ
。

問

平
成
十
九
年
度
は
小
金
井
市
か

ら
ご
み
を
三
百
ト
ン
受
け
入
れ
る
が
、

現
在
取
り
組
み
中
の「
武
蔵
野
市
ご
み

チ
ャ
レ
ン
ジ
７
０
０
」
と
矛
盾
し
な
い

か
。

答

ご
み
の
受
け
入
れ
は
、
あ
く
ま

で
も
緊
急
事
態
と
し
て
決
定
し
た
。

問

介
護
保
険
の
中
に
介
護
予
防
と

い
う
概
念
が
入
っ
た
が
、
こ
う
し
た

状
況
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
し
、

健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

介
護
保
険
に
お
け
る
要
支
援
１
の

方
々
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

今
後
と
も
、
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
元

気
高
齢
者
に
元
気
な
ま
ま
で
活
躍
し

て
い
た
だ
く
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
が
多
発

問

現
在
策
定
中
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を

伺
う
。

答

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
助
成
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
、
都
市
計
画

に
お
け
る
住
民
参
加
の
仕
組
み
の
充

実
、
開
発
事
業
等
に
関
す
る
手
続
等

を
条
例
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
。

問

吉
祥
寺
駅
南
北
自
由
通
路
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

中
で
も
南
北
自
由
通
路
整
備
の
重
要

性
を
う
た
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
、
京
王

電
鉄
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
を

含
め
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問

自
転
車
放
置
防
止
指
導
業
務
委

託
で
業
者
の
体
制
を
変
え
る
と
の
こ

と
だ
が
理
由
は
。

答

撤
去
、
移
送
、
保
管
及
び
返
還

を
同
じ
業
者
が
一
括
し
て
行
う
こ
と

で
、
状
況
に
応
じ
た
人
員
配
置
が
可

能
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

も
現
時
点
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問

新
規
事
業
で
あ
る
地
域
療
育
推

進
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

答

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一

環
と
し
て
、
障
害
者
へ
の
継
続
的
な
支

援
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
、
子
ど

も
の
発
達
に
関
す
る
親
の
不
安
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
乳
児
健
診
の
段
階

か
ら
相
談
支
援
事
業
を
充
実
さ
せ
る

も
の
だ
。

歳　出 
569億5000万円 

市民1人あたり：42万4765円  
1世帯あたり　：82万2406円  

民生費 
170億635万円 
（29.9%） 

総務費 
133億4478万円 
（23.4%） 

土木費 
87億3096万円 
（15.3%） 

教育費 
56億4095万円 
（9.9%） 

衛生費 
56億3454万円 
（9.9%） 

公債費 
28億8448万円 
（5.1%） 

消防費 
23億348万円 
（4.0%） 

その他 
14億446万円（2.5%） 

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
業
・
商
工
費

歳
　
　
入

歳出予算の目的別内訳

予算特別委員会は3月1日、委員14名からなる予算特別委員会を設置し、同月13日、正副委員長を選出しまし

た。予算の審査は、3月14日から22日までの実質5日間で行われました。一般会計は、569億5000万円で、前年度

比38億5000万円（7.3％）の増となり、これは、平成16年度を除き過去12年間で最高の伸び率となる積極型の

予算となりました。歳入の根幹をなす市税収入は、法人市民税、個人市民税ともにふえることが予想され、前年

度比3.0％増を見込んでいます。

今年度予算は、第四期長期計画の優先事業の着実な推進を図るとともに、新しい課題へ限られた財源を重

点的に配分することを基本とし、「市民とともに新たな未来に向かって踏み出す予算」と位置付けられています。

以下は各委員から予算執行と行政運営について、活発な議論が行われた予算特別委員会の審査概要です。

主要な事業

◇総務費
・武蔵野市民意識調査
・自治基本条例の調査研究
・市制施行60周年記念事業
・歴史資料館開設準備事業
・生活安全対策事業
・自動交付機の設置
・特定非営利活動法人補助金事業
・市民協働スペース（仮称）の管理運営
・農水省跡地利用施設建設事業
◇民生費
・障害者自立支援給付事業
・社会福祉法人武蔵野関係事業
・地域療育推進事業
・認証保育所運営委託等
・公立保育園保育室空調設備設置工事
◇衛生費
・ごみ減量と資源化の推進
・ごみ減量資源化推進事業者（仮称）
認定表彰制度の創設
・クリーンセンター施設改修等工事
◇農業費
・こうのとりベジタブル事業
◇商工費
・路線商業活性化総合支援事業
・商工振興事業

◇土木費
・雨水浸透施設助成金交付事業
・民間住宅耐震診断助成
・「都市の緑を守る」緊急フォーラム
・浸水対策道路事業（道路改修）
・吉祥寺駅南北自由通路整備計画
・吉祥寺方式による物流対策実施検討調査
・吉祥寺駅周辺地下利用検討調査
・無電柱化事業の検討
・武蔵境駅舎連続施設建設事業（第１期）
・市営西久保住宅建替事業
◇消防費
・防災行政無線設備移設工事
・消防団第７分団詰所新築工事
◇教育費
・学校改築計画の策定
・少人数指導及び学習支援教室等の推進
・教育相談事業
・特別支援教育推進事業（専門家スタッフ・
サポートスタッフ派遣事業）
・特別支援学級運営
・小中学生の音楽活動支援事業
・土曜学校事業
・図書館資料インターネット予約の充実
・ＩＣシステムの導入
・中学校部活動の支援
・体育指導員関連事業の充実
・スポーツ振興計画策定に係る調査・
分析委託
・中学校給食のあり方の検討
・学校緑化支援事業
・小中学校耐震補強設計
・小中学校グラウンド整備
・小学校図書室の冷房設備設置
・学校給食共同調理場耐震補強設計

（単位：千円）

6,000
350

30,000
14,043
99,671
14,002
2,200
6,802

2,686,994

1,087,250
349,760
7,926

205,524
66,184

96,588

1,300
473,000

2,318

12,200
137,757

5,000
4,900
2,000
30,000
19,000
6,048
8,000
3,000

160,000
449,500

58,275
47,000

30,570
26,847
48,320

6,379
88,062
780

18,981
8,021
9,599
1,680
690

3,000

5,942
7,000
66,439
112,573
43,300
8,168

国
・
都
の
補
助
金
獲

得
に
努
力
を

市
報
の
全
戸
配
布
、

市
民
に
影
響
は
な
い
か

保
育
園
入
所
対
策
　

早
急
な
改
善
を

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
事
業
の

内
容
を
問
う

悪
質
商
法
被
害
の

防
止
対
策
は

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
事
業

実
施
に
際
し
て
の
基
本
的
考
え
は

り
返
る
と
と
も
に
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
視
点
を
当
て
た
事
業
と

し
た
い
。

問

市
長
・
市
役
所
交
際
費
に
つ
い

て
、
市
長
と
し
て
公
務
で
参
加
し
て

い
る
会
合
の
会
費
を
私
費
で
支
出
す

る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答

公
的
機
関
の
会
合
で
あ
れ
ば
、

公
費
を
支
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
の

会
合
は
、
公
務
で
あ
っ
て
も
、
飲
食

が
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
私
費
で

会
費
を
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

職
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
三

カ
年
で
百
名
近
い
職
員
を
削
減
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
部
署
を
ど
の

よ
う
に
削
減
し
て
い
く
の
か
。

答

市
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
各
部
署
で

議
論
の
上
、
職
員
を
削
減
し
た
い
。

問

平
和
施
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答

本
市
が
経
験
し
た
戦
争
の
歴
史

や
そ
の
後
の
歴
史
を
市
民
や
後
世
に

語
り
継
ぎ
、
保
存
し
て
い
く
と
同
時

に
、
青
少
年
を
中
心
と
し
た
近
隣
諸

国
と
の
交
流
な
ど
、
今
後
の
平
和
構

築
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

配
布
開
始
か
ら
完
了
ま
で
の
期
間
を

伺
う
。
配
布
期
間
が
数
日
間
の
場
合
、

各
種
募
集
・
申
込
み
に
時
間
差
が
生

じ
る
こ
と
で
、
不
公
平
な
取
り
扱
い

に
な
ら
な
い
の
か
。

答

配
布
は
発
行
日
の
前
々
日
か
ら

始
め
、
発
行
日
の
午
前
八
時
三
十
分

ま
で
に
完
了
す
る
。
各
種
募
集
・
申

込
み
の
開
始
は
発
行
日
か
ら
と
し
、

公
平
性
は
保
た
れ
る
。

問

各
種
証
明
書
の
自
動
交
付
機
に

つ
い
て
、
設
置
場
所
、
設
置
台
数
、

利
用
時
間
の
予
定
を
伺
う
。

答

市
民
の
利
用
に
便
利
な
場
所
で
、

安
全
性
を
確
保
で
き
る
形
で
設
置
し

た
い
。
設
置
台
数
は
四
台
、
利
用
時

間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
九

時
ま
で
の
予
定
で
あ
る
。

問

「
子
ど
も
と
お
と
な
の
日
本
国
憲

法
」
の
復
刻
版
は
、
ど
の
よ
う
に
配

布
す
る
の
か
。

答

教
育
の
一
環
と
し
て
は
配
布
し

な
い
。
憲
法
月
間
記
念
事
業
や
、
非

核
都
市
宣
言
二
十
五
周
年
記
念
事
業

等
で
配
布
し
た
い
。
ま
た
、
希
望
者

に
は
配
布
す
る
旨
を
市
報
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

し
て
い
る
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答

相
談
員
が
福
祉
施
設
等
に
出
向

き
啓
発
活
動
を
行
う
ほ
か
、
日
常
的

な
警
察
と
の
連
携
や
専
門
機
関
の
紹

介
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
、

防
犯
協
会
、
商
店
会
と
の
連
携
に
よ

る
、悪
質
商
法
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

問

こ
う
の
と
り
ベ
ジ
タ
ブ
ル
事
業

の
、
農
業
へ
の
理
解
、
地
産
地
消
の

推
進
と
い
う
趣
旨
は
理
解
す
る
が
、

新
生
児
だ
け
を
対
象
と
し
た
理
由
は
。

答

少
子
化
が
進
む
中
、
市
民
と
農

業
者
と
の
触
れ
合
い
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
新
し
い
命
の
誕
生
を
祝
う
こ

と
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
食

と
農
の
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

保
護
者
に
市
内
産
の
安
全
安
心
な
野

菜
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
る
。

総
　
　
括

土
　
木
　
費

ま
ち
づ
く
り
条
例
の

基
本
的
な
考
え
方
は
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問

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
対
象
を
伺
う
。

答

高
齢
者
等
の
災
害
弱
者
を
考
え

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
現
在
検
討

中
で
あ
る
。

問

地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答

耐
震
、
耐
火
の
促
進
、
避
難
所

の
見
直
し
、
帰
宅
困
難
者
対
策
、
防

災
安
全
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
、
実
効
性
の
高
い

も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

耐
震
補
強
や
改
修
等
、
今
後
学

校
の
整
備
に
必
要
と
さ
れ
る
金
額
は
。

答

学
校
の
改
築
に
四
百
六
十
三
億

円
ほ
ど
必
要
と
な
る
ほ
か
、
保
全
の

費
用
が
膨
大
と
な
る
た
め
、
改
築
す

る
時
期
の
分
散
化
や
、
躯
体
の
延
命

化
を
図
る
等
、
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

問

少
人
数
学
級
を
市
独
自
で
実
施

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答

現
状
で
も
少
人
数
単
位
の
指
導

は
あ
り
、
三
十
人
学
級
実
施
に
必
要

と
な
る
教
員
の
配
置
に
要
す
る
財
源

〈
下
水
道
事
業
会
計
〉

問

今
後
の
下
水
道
再
整
備
に
ど
の

く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答

概
算
で
四
百
億
円
程
度
か
か
る
。

具
体
的
に
は
、
平
成
十
九
、
二
十
年

度
の
二
年
間
で
策
定
す
る
下
水
道
総

合
計
画
で
算
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

問

今
後
の
水
道
施
設
の
更
新
に
ど
の

く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答

概
算
で
管
網
施
設
に
百
五
十
億

円
、
浄
水
場
施
設
に
九
十
億
円
、
井

戸
の
掘
り
替
え
及
び
更
生
工
事
に
四

十
億
円
な
ど
総
費
用
で
三
百
億
円
程

度
か
か
る
と
積
算
し
て
い
る
。

の
問
題
は
大
き
い
た
め
、
市
独
自
で

実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問

体
験
活
動
検
討
委
員
会
で
、
現

在
の
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る
の
か
。

答

四
本
の
柱
に
整
理
し
た
ね
ら
い

を
も
と
に
、
体
験
活
動
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
や
、
実
施
地
、
実
施
期
間
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

問

学
校
の
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
工

事
に
際
し
、
校
庭
の
使
用
団
体
等
へ

の
対
応
は
。

答

夏
休
み
期
間
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
全

面
が
使
用
で
き
な
く
な
る
が
、
影
響

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

問

特
別
支
援
教
室
の
実
施
に
あ
た

り
、
一
般
の
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

へ
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

答

保
護
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、
講
演
会
等
を
開
催
し
た
。

通
常
学
級
の
子
ど
も
に
は
担
任
や
通

級
指
導
学
級
の
教
員
が
対
応
す
る
。

問

中
学
校
給
食
を
、
人
件
費
等
を
公

費
負
担
で
行
な
う
と
、
弁
当
併
用
方

式
で
は
弁
当
を
選
択
す
る
方
に
公
費

負
担
が
な
く
不
公
平
に
な
る
が
、
受

益
者
負
担
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

誰
も
が
中
学
校
給
食
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
れ
ば
、
給
食

法
に
の
っ
と
り
、
受
益
者
負
担
の
考

え
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

歳　入 
569億5000万円 

市　税 
366億6950万円 
（64.4%） 

国庫支出金 
48億498万円 
（8.4%） 

繰入金 
36億8523万円（6.5%） 

都支出金 
31億2591万円（5.5%） 

市　債 
20億2130万円（3.6%） 

地方消費税交付金 
17億8800万円（3.1%） 

使用料及び手数料 
15億4746万円（2.7%） 

その他 
26億762万円（4.6%） 

繰越金 
7億円（1.2%） 

一般会計歳入歳予算の内訳および　

各
特
別
会
計

今
後
の
下
水
道
再
整

備
に
か
か
る
費
用
は

審査した特別委員
平成19年度予算審査に当
たった特別委員の氏名は、
次のとおり。
◎島崎　義司　○小野　正二
やすえ清治　　田辺あき子
梶　　雅子　　本間まさよ
近藤　和義　　大野まさき
松本　清治　　砂川なおみ
川名ゆうじ　　石井　一徳
与座　　武　　寺山光一郎　

◎印委員長　○印副委員長

島崎　義司 予算特別委員長

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
対
象
は

今
後
学
校
の

整
備
に
要
す
る
費
用
は

消
　
防
　
費

教
　
育
　
費

政策的裏付け、
市長のリーダーシップを
求める

やすえ清治議員

賛成

何度も指摘されている
が、邑上市政には政策的背
景や裏付け、理念が欠如し
ており、重大な課題だと考
える。平成19年度予算は、
市民会議委員の辞任、検討
が不十分な中での市報・
市議会だよりの配布方法変
更、差別的な表現を含む
「子どもとおとなの日本国憲
法」復刻版の配布等、問題
もあったが、私立幼稚園入
園料補助金の増額、浸水対
策、上水道・公共下水道耐
震化工事、特勤手当の大幅
縮減等、評価すべき点もあ
り、全体としては賛成する。

自由民主クラブ

市独自の福祉施策、
子育て支援策の充実に
期待する

大野まさき議員

賛成

減災の観点から、民間住
宅耐震診断の助成対象を
分譲マンションにも拡大し、
雨水貯留浸透施設設置等
の浸水対策も進めること、
市独自の障害者施策とし
て、高齢者のリハビリテー
ションとの連携や地域療育
を打ち出したこと、虐待の
早期発見にもつながる保健
師等による新生児全戸訪
問、公立保育園幼児組への
空調設備設置、長期休暇中
の学童クラブ開所時間の
繰り上げ等の子育て支援
策の充実も評価し、予算案
に賛成する。

むさしのリニューアル

市政の安定重視し予算
に賛成 残された課題
には真摯な対応を

小野正二議員

賛成

本市の財政は安定した高
い水準を保ち、長期計画の
優先事業の推進、内部努力
による経費節減等、おおむ
ね評価する。公明党が提案
してきた安全施策、産前・
産後ヘルパー制度の拡充
等評価する。今後、中学生
までの医療費無料化の更
なる拡充、中学校給食実施
の推進に期待したい。一方、
市民会議委員の進退問題
への不適切な対応、市報戸
別配送の多くの課題、記述
に問題を含む「子どもとおと
なの日本国憲法」の復刻等
の問題点を指摘する。

暮らしを守り
平和を発信する
予算を評価

本間まさよ議員

賛成

国政による市民に対する
負担増、雇用破壊等が厳し
い中、暮らしを守り平和を
発信する市政へと変化が
始まっている。国民健康保
険税率を引き下げ、市民へ
の説明会を実施すること、
介護保険利用料助成の対
象を拡大したこと、マンショ
ンの耐震診断助成費を増
額したこと、「子どもとおとな
の日本国憲法」を復刻する
こと、非核都市宣言25周年
事業等を高く評価する。今
後も、全国に先駆けて平和
施策を前進させていくこと
を強く求め、賛成する。

日本共産党武蔵野市議団

評価できる事業もあるが、
市長の姿勢、市の組織体制
には多くの問題がある

寺山光一郎議員

賛成

特殊勤務手当の大幅な
削減、新生児訪問事業、少
人数指導及び学習支援教
室の推進など評価する。一
方で、市長が公務に出席す
る際の会費を、飲食を伴う
という理由で私費を支出し
ていること、市民会議委員
の進退に関わる問題の詳
細の報告が市長になかっ
たこと、市報の全戸配布が
確実にできるのか不安が残
ること等の問題を指摘して
おく。「子どもとおとなの日本
国憲法」の復刻版に一部差
別的表現があったことにつ
いては、強く抗議する。

市議会市民クラブ

100％邑上色が
出た予算
安全安心のため改修を

松本清治議員

賛成

19年度予算は邑上市長
色が100%出ており、特に高
齢者・障害者福祉を初め、
市民の健康や子育て支援
等、今までの割合よりも手
厚く福祉に配分している点
を評価したい。また、市制
施行60周年を迎え、本市に
第２のインフラ整備時代が
訪れようとしている中、今回
の予算では公共施設の改
修に取り組んでいく姿勢が
見られた。「前人木を植え、
後人涼を楽しむ」の精神で、
しっかりとした財政計画を
立て、推進していただきた
いと申し上げ、賛成する。

民主・市民ネット

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 61 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

予算特別委員会の審査風景

く

た
い

市議会公明党

3月27日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。このほかに、会派に属さない山本議員の
に反対し、その他の予算に賛成する討論もありました。なお、各会派の構成を8面に掲載しております。

予算特別委員会の詳しい内容を、会議録またはインターネット議会中継（アドレスを8面に掲載）でご覧いただけます。
また、会議録は５月下旬以降、各市立図書館、コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナーにおいて閲覧することができます。

平成19年度武蔵野市一般会計予算 平成19年度武蔵野市下水道事業会計予算　　
平成19年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算 平成19年度武蔵野市老人保健（医療）会計予算　　
平成19年度武蔵野市介護保険事業会計予算 平成19年度武蔵野市水道事業会計予算

3 5

1 2

3 4

5 6



第1回定例会で3日目、4日目の2月28日、3月1日に市政全般について、

13名の議員から一般質問が行われました。この中から質問項目を要約し

て掲載します。詳しくは、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所の

市政資料コーナーに置いてある会議録（5月下旬発行予定）、

または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第1回定例会分は

5月23日登録予定）、インターネット議会中継（アドレスは8面に掲載

しています）でご覧いただけます。
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吉祥寺グランドデザイン　
今後のまちづくりに期待

井口良美議員
問 吉祥寺グランドデザインについて、解決
すべき課題として、①荷さばき対策②吉祥
寺大通り等の地下空間の体系的な活用③吉
祥寺駅南北自由通路計画があるが、今後ど
のように進めていくのか。
答 ①荷さばき実証実験の結果を踏まえ、
今後も継続して検討する②荷さばき空間や
自転車駐車場として具体的に利用が可能か
どうか議論を進める③ＪＲ、京王電鉄との
調整が必要であり、覚書を締結したい。
このほか、大型店出店計画への対応、武

蔵野吉祥七福神めぐり、子育て世帯対象の
住宅支援制度、市職員の個人情報記録紛失
等の質問がありました。

生涯スポーツ社会の
環境づくりのために　　　

桑津昇太郎議員
問 生涯スポーツ社会の環境づくりの観点
から、①スポーツ振興計画策定の構想や具
体的な手順は②ＡＥＤの講習会を学校等の
施設利用者を対象に行うべきでは③中央、西
地区、東地区の3圏に地区体育館もしくはスポ
ーツ広場を整備することについて伺う。
答 ①意識調査をもとに、市民ニーズに合
わせた計画を策定したい②前向きに取り組
みを検討する③大きな予算を必要とするた
め、第四期長期計画調整計画やスポーツ振
興計画を策定する中で議論したい。
このほか、健康づくり支援事業の民間ス

ポーツクラブ等との連携、武蔵川公園の試
行開園後の状況等の質問がありました。

市民との協働の拠点づくり
市は既存施設の再活用を

川名ゆうじ議員
問 市民との協働において、拠点の確保が
重要であり、公共施設の余裕スペースや学
校、空き店舗等、既存の施設を再活用して
いくべきと考えるが、市の考えは。
答 市が拠点を確保していくことも必要で
あるが、地域でのさまざまな活動の中で、
利用場所を工夫していただきたい。
問 西部図書館の廃止後の利用について、
図書室の機能を残すことを考えるなど、図
書館の３館構想にこだわらない、全市的な
図書館・学校図書館・図書室のネットワー
クをつくっていくべきではないか。
答 西部図書館のあり方については、今後
の調整計画等の中でご議論いただきたい。

教育支援センターと
連携した特別支援教育
の充実を求める

土屋美恵子議員
問 平成19年度から開始される、学習面・行
動面で特別な配慮が必要な児童・生徒に対
する特別支援教育を、十分に機能させる必要
がある。どのような実施方法を考えているか。
答 情緒障害通級学級と在籍校との連携、
専門家スタッフ、サポートスタッフの派遣、
教育支援センターの派遣相談の充実等、で
きる限りきめ細かな対応を目指したい。
問 支援を必要とする児童・生徒に対する周
りの友達、保護者の理解が大切であると考え
る。どのような対策をとっているか。
答 保護者会での説明、講演会の実施、リー
フレットの作成・配布等を行っている。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び
将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。

構造に問題ある
シルバー人材センター
市報宅配に疑問

大野まさき議員
問 シルバー委託による市報全戸宅配につ
いて、①従来の新聞折込よりコスト増とな
るがそれでも意義はあるのか②配布員の調
整等シルバー体制に問題があると聞くが。
答 ①印刷・配布部数増によるコスト増は
あるが、単価に大差はない。市の基本的情
報を市が責任を持って全戸に配布すること
は極めて重要である②会員相互の理解を得
ながら配布実施に向け調整中とのことだ。
問 市民が積極的にまちづくりに参加でき
る仕組みづくりが必要ではないか。
答 市と住民が共有ビジョンを持ち、それ
に向けてまちづくりを進めることが重要
だ。まちづくり条例でこれを検討したい。

ベビーボーナス
工夫して支給を

金子　武議員
問 ベビーボーナスの支給について、例え
ば第1子は支給しないが第2子は支給し、第
3子は増額して支給するなどの工夫が必要
と考えるがいかがか。
答 このような手当は国のレベルで全国一
律に実施するのが適当であり、一つの自治
体の取り組みでは難しいと考えている。
問 本市では給食費の不払いがどれだけ
あるか。
答 本市では、全国で問題になっているよ
うな不払いのケースはなく、ほぼ100パー
セントの徴収率となっている。
このほか、生活保護制度についての質問

がありました。

「誇り高き武蔵野」を
市民と実現するために

松本清治議員
問 市制施行60周年のこの機に上下水道・
公共施設の改修を図ってほしい。市民にそ
の必要性を説明し、理解を得ながら未来へ
の責任を果たすべきと考えるがいかがか。
答 早期に整備された社会基盤のリニュー
アルが今後の大きな課題である。基盤の再
整備を行い、これからの時代の礎としたい。
問 減税補てん債は国からの高利の借金
で、平成38年度まで利子を含めて161億
6680万円を償還しなければならない。市民
にきちんと説明し、検証すべきではないか。
答 平成6年当時、減税補てん債を借りな
いと予算編成が困難との判断があった。今
後も市民に丁寧な説明をしていきたい。

あそべえ「留守家庭の
子ども対策」充実を

田辺あき子議員
問 国の発表した放課後子どもプランを踏
まえ、①地域子ども館あそべえと学童クラ
ブを今後どう連携させていくのか②留守家
庭の子どもの安全な居場所として、あそべ
えの機能を充実させる必要があるのでは。
答 ①あそべえは国の補助基準の対象外と
なるが、これまで通り実施していく②基本
的には学童クラブの役割と考える。
問 狭い歩道や土手上に設置された危険な
バス停の改善策を図るべきと考えるが。
答 今後関係機関と調整し、ユニバーサル
デザインの観点から危険箇所を改善する。
このほか、防災対策の強化、スポーツ広

場の増設等の質問がありました。

生活保護世帯、高齢者・障
害者世帯などへ格差を
ただす取り組みの強化を

山本ひとみ議員
問 母子加算廃止の動きに対し、国に反対
意見を提出すべきと考えるが、市の見解は。
答 自立母子世帯との公平性の観点から、
ひとり親家庭の自立につながる施策を目指
すものであり、反対意見提出の考えはない。
問 障害者自立支援法施行後、全国的に施
設の退所・利用抑制が問題となっている
が、市では実態調査を行ったのか。
答 利用者の認定調査、事業者との意見交
換等を実施した。現在の実績からみて、利
用抑制はないと考える。
このほか、法政跡地問題、武蔵野プレイ

ス（仮称）の見直し等についての質問があ
りました。

市長は将来に対する
明確なビジョンを

やすえ清治議員
問 市長にとって長期計画調整計画市民会
議などの市民参加は目的なのか手段なの
か。市民参加の先にある、具体的な計画の
ビジョンを、まず示すべきではないのか。
答 市民参加は目的ではない。目的に合っ
た市民参加の方法を工夫していきたい。
問 吉祥寺東地区の住民説明会の中で、市
民から職員に対する誹謗中傷と思われる発
言があったが、市長は何ら対応しなかった。
市長が組織の長として、毅然とした対応を
とらなければ、市民や職員の信頼を失うこ
とにつながるのではないか。
答 予想外の事態に対応できず、反省して
いる。今後きちんと判断していきたい。
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深刻な保育園待機児　
早急な対策を

向谷千鳥議員
問 平成19年度の保育園入所申込者数が昨
年度に比べて大きく増加している。特に3歳
児は入所可能数の3.59倍と非常に高く、2歳
児までしか在園できない認可保育所等を卒
園後の入所が困難となっている。保護者の
就労そのものを脅かす深刻な事態だが、現
状と対策について市の見解を伺う。
答 3歳児については、2歳までの認証保育
所の増加が原因と考える。すべての待機児
の解消は難しいが、一人でも多くの要望に
かなうよう、定員弾力化等の運用で努力し
ていきたい。
このほか都営住宅の使用承継制度見直し、

三鷹駅北口地区開発等の質問がありました。

安心して歩ける
パークロードに

梶　雅子議員
問 吉祥寺駅南口のパークロードを安心し
て歩けるようにするために、①歩行者専用
道路にすることをバス会社と協議できない
か②置き看板を規制する抜本的な対策を検
討できないか③改修計画はあるのか。
答 ①南口暫定広場を整備しないと根本的
に解決しないが、パークロードに入る台数
を減らす工夫をバス会社と協議したい②武
蔵野市にふさわしいルールづくりを検討し
たい③地下埋設物の補修・改修を必要とす
る企業に平成20、21年度中に工事を実施し
てもらい、その後全面改修工事を行いたい。
このほか、粗大ごみの収集方法の改善等

の質問がありました。

高齢者の緊急通報
システム 周知の徹底を

小野正二議員
問 ひとり住まいの高齢者や高齢者世帯が
増加しているが、①現状把握をどのように行
っているか②緊急通報システムである「ペン
ダントブザー」の貸与状況を伺う③システム
の周知をどのように行っているか④全高齢者
にブザーの貸与ができないのか。
答 ①4年に一度の独居高齢者の実態調査
や民生委員の自宅訪問等による②現在消防
庁方式55台、民間受信センター方式55台の
計110台だ③高齢者サービスの手引き「い
きいき」への掲載、75歳以上の方への直接
の事業案内、在宅介護支援センターでの相
談等で周知している④貸与のコストや対応
体制から全高齢者への貸与は難しい。

議員定数が
削減されました。

平成18年12月20日に議員提出議案「武蔵野市議会
議員定数条例の一部を改正する条例」が賛成多数で
可決され、20年ぶりに議員定数が30名より26名へ削
減されました。新しい定数は平成１9年4月22日執行の
市議会議員選挙より適用されました。

1 2 3

4
5 6

議長・議会交際費をホームページ上で
公開することを決めました。

交際費の使途基準を定めた上で、平成18年4月分
よりホームページ上で支出状況を公開しています。

「寄付行為にかかる申し合わせ」を
行いました。

市議会インターネット中継が
拡大されました。

平成18年9月より本会議のすべてと予算・決算特
別委員会の会議内容（生中継・録画中継）を、市議
会ホームページ上でご覧いただけます。

請願・陳情の押印がなくても、請願・陳情者
の署名により提出できるようになりました。

武蔵野市議会会議規則を改正し、平成19年4月1
日より適用しています。

市政調査研究費の収支報告書には、
領収書等の写しの添付を義務付けました。

武蔵野市議会市政調査研究費の交付に関する条
例施行規則を改正、あわせて収支報告書の変更を
行いました。平成18年度分より実施しています。

【設置経過】
農水省跡地利用計画の検討、JR中央線の三鷹駅

以西の高架複々線問題や高架下に付随する問題の
解決、農林水産省食糧倉庫跡地の利用計画等を審査
するため、平成15年6月に設置され、平成17年６月に設
置期限を平成19年3月まで延長した。
【事業の状況と特別委員会の活動】
鉄道事業に関しては、駅周辺工事及び自由通路の
切りかえ工事が順調に進み、西武多摩川線が駅舎の
一部とJR中央線との接続部の工事を残し、高架化し
た。この間、工事現場の視察、市担当部課長を招いて
勉強会を開催した。
農林水産省食糧倉庫跡地の利用については、平成

17年3月に農水省跡地利用施設建設基本計画、同年
11月に基本設計が委員会に報告された。10月に当選
した邑上新市長は、施設規模や内容に関してオープ
ンハウスを実施し、平成18年2月に武蔵野プレイス（仮
称）基本計画の見直し案を提案した。ところが、この
見直し案の内容や3月の委員会で配付した資料の
取り扱い等をめぐり、平成18年度一般会計予算案が
否決される事態となり、市長は見直し案を撤回し、武
蔵野プレイス（仮称）専門家会議を設置した。12月に
は同会議の中間のまとめについての報告があり、
同会議委員との懇談会を行った。平成19年3月には、
専門家会議の最終報告書が提出された。また、アカ
デミーヒルズ六本木ライブラリー、日野市立図書館、
成蹊大学情報図書館等の視察を行った。陳情審査
は、旧農水省跡地利用計画について市民への説明
会開催に関する陳情等６件を審査した。

【今後について】
平成19年春に予定されているJR中央線東区間下り
線の高架化や、新駅舎、高架下の利用等について、ま
た武蔵野プレイス（仮称）の施設の運営主体や実施設計
など、引き続き検討を重ね慎重に見守る必要がある。

【設置経過】
昭和41年に発表された外郭環状道路建設計画に対
して、本市では昭和42年に外環道路反対特別委員会
を設置し、継続して反対運動を行ってきた。その後、
平成15年3月に国、都から大深度地下方式での建設
方針が公表されたことに伴い、同年9月、外環道路に
ついて調査・検討を行うことを目的として、本特別委員
会が設置され、さらに平成17年6月には、設置期限が
平成19年3月定例会最終日まで延長された。
【この間の国、都の動き】
平成17年9月、国と都は、外環道路の具体化に向けた

考え方を公表し、平成18年6月には、構造形式を高架式
から地下式に変更する都市計画変更案が公告された。
【本特別委員会の活動】
本委員会は、外環道路について調査・検討を重ね

るとともに、国、都の担当者との意見交換、むさしの地
区外環問題協議会、PI外環沿線会議委員との懇談会
を実施した。
平成18年12月、外環計画に関する具体的な対策、

情報の公開、外環の2（地上部街路）の問題の解決等
を求める「都市計画道路外郭環状線に関する意見書」
を委員全員により提出し、同月20日の本会議において
全会一致で可決され、同月27日国・都へ提出された。
【まとめ】
このたびの都市計画変更案は、地盤や地下水への

影響、災害や事故発生時の対応など、現時点では検討
を要する課題も多く、また、外環の2の方向性については
いまだ不透明で、地域住民の不安が払拭されていない。
市民の良好な生活環境の維持、沿線住民の安全確保
のため、改選後の議会においても引き続き計画の調
査・検討を市、住民と進めていく必要がある。

2特別委員会最終報告
鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会と外環道路特別委員会は平成19年3月定例会最終日までを設置期限
として、それぞれ三鷹・立川間連続立体交差事業及び農水省跡地利用計画、外かく環状道路について審査を
続けてきたが、3月27日の本会議でこれまでの活動の報告を行った。両委員会は継続審査案件もあり、平成
19年4月末日まで設置期限を延長することとなった。

「議会改革」検討結果について（報告）
本市議会では、議会運営の迅速化・効率化と、市民の皆様に分かりやすい議会

を目指して、平成17年度より、議会運営委員会、各会派代表者会議、議会広報委員
会を合計59回開催し、124項目にのぼる議会改革の検討を行ってまいりました。こ
のたびすべての検討を終えましたので、主な結果についてお知らせいたします。

鉄道対策・農水省跡地利用特別
委員会報告（平成17年6月～平成19年3月）

外環道路特別委員会報告
（平成17年6月～平成19年3月）

平成18年12月、むさしの地区外環問題協議会との懇談会を開催

武蔵境駅南口完成予想図

市の公式的な行事への祝電等を含む寄付行為等が
禁止されていることを改めて確認しました。



平成19年（2007年）4月30日発行 8

議案等審議結果（議決）一覧 

第1回定例会
【市長提出議案（36件）】
● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について…………………同意（全会一致）

＊任期満了となる委員の後任として、伊藤哲郎氏の選任について、市議会の同意を求めるもの。

● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について…………………同意（全会一致）

＊井出多加子氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの。

● 武蔵野市功労者表彰条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市副市長定数条例……………………………………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市職員定数条例の一部を改正する条例……………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市選挙管理委員会事務局職員定数条例の一部を改正する条例…………可決（全会一致）

● 武蔵野市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）

● 武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）

● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例…………………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例………………………………可決（賛成多数）

● 武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例……可決（全会一致）

● 武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例………………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市消防団に関する条例の一部を改正する条例……………………………可決（全会一致）

● 東京市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約……………………………可決（全会一致）

● 湖南衛生組合規約の一部を改正する規約…………………………………………可決（全会一致）

● 負担付きの贈与を受けることについて……………………………………………可決（全会一致）

● 東京簡易裁判所平成17年（ノ）第1307号遺言無効確認等請求調停申立事件に係る和解について…可決（全会一致）

● 平成18年度武蔵野市一般会計補正予算（第4回）………………………………可決（全会一致）

● 平成18年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第1回）………………………可決（全会一致）

● 平成18年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第2回）………………可決（全会一致）

● 平成18年度武蔵野市老人保健（医療）会計補正予算（第2回）…………………可決（全会一致）

● 平成18年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第2回）……………………可決（全会一致）

● 平成19年度武蔵野市一般会計予算 ………………………………………………可決（全会一致）

● 平成19年度武蔵野市下水道事業会計予算 ………………………………………可決（全会一致）

● 平成19年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算 ………………………………可決（賛成多数）

● 平成19年度武蔵野市老人保健（医療）会計予算…………………………………可決（全会一致）

● 平成19年度武蔵野市介護保険事業会計予算 ……………………………………可決（賛成多数）

● 平成19年度武蔵野市水道事業会計予算 …………………………………………可決（全会一致）

● 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）

● 武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例……………可決（全会一致）

● 平成19年3月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例 …………可決（賛成多数）

● 平成19年3月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例 …可決（賛成多数）

● 平成19年3月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例 ……可決（賛成多数）

● 武蔵野市長等に支給する給料の特例に関する条例………………………………可決（全会一致）

【議員提出議案（4件）】
● 議案第25号平成19年度武蔵野市一般会計予算に関する付帯決議……………可決（賛成多数）

● 武蔵野市議会委員会条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市議会会議規則の一部を改正する規則……………………………………可決（全会一致）

● ＪＲ不採用問題の早期解決に関する意見書………………………………………可決（賛成多数）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他のコン
テスト等に応募した作品の応募）は禁じ、未発
表・未公開のオリジナル作品に限ります。写
真は編集上、トリミングすることがあります。
また、応募された作品は、返却いたしません
のでご了承ください。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定できる
場合は、ご本人の了承を得てください）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、6月15日発行の市議会だ

よりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。ただ
し、6カ月間、他媒体での発表等をご遠慮いた
だくことを、作品採用の条件といたします。

●期　　限 ：5月14日（月）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・年齢・電話番号・撮影年

月日・撮影場所・作品名を写真裏面に記載し、
郵送にてご応募ください。なお、採用された
場合、後日作品のコメントをいただくことが
あります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2 -28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ ：40422-60-1883
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情

・
新
議
会
で
の
外
環
道
路
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関

す
る
陳
情

（
※
）は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

第一回定例会で可決された意見書・決議は二件で、
意見書については政府へ提出されました。

本市における市政調査研究費の概要を
お知らせします。

政
府
へ
の

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の

早
期
解
決
に
関
す
る
意
見
書

昭
和
六
十
二
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
際

し
、Ｊ
Ｒ
各
社
で
発
生
し
た
職
員
の
不
採
用
問

題
は
、東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
命
令
を
含

め
、各
地
方
労
働
委
員
会
、中
央
労
働
委
員
会

が
不
当
労
働
行
為
と
認
定
し
、救
済
命
令
を
発

し
た
が
、平
成
十
五
年
十
二
月
に
最
高
裁
第
一

小
法
廷
は
、Ｊ
Ｒ
に
は
責
任
を
問
え
な
い
と
し

て
こ
れ
を
取
り
消
し
た
。法
的
に
は
一
定
の
決

着
が
つ
い
た
も
の
の
千
四
十
七
名
の
不
採
用
問

題
は
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
十
六
年
六
月
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国
際
労
働

機
関
）よ
り
日
本
政
府
に
対
し
、「
問
題
解
決
の

た
め
、政
治
的
、人
道
的
精
神
に
基
づ
き
、す
べ

て
の
関
係
者
と
の
話
し
合
い
を
推
進
す
る
よ
う

勧
め
る
。」と
の
六
度
目
の
勧
告
が
出
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、問
題
発
生
か
ら
二
十
年
近
く
が
経
過

し
、当
時
の
職
員
も
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
、人

道
的
見
地
に
立
っ
て
速
や
か
に
問
題
解
決
を
図

議
案
第
二
十
五
号
平
成
十
九
年
度

武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
に

関
す
る
付
帯
決
議

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
市
の
業
務
を

委
託
し
、
高
齢
者
の
就
労
支
援
を
充
実
す
る

こ
と
を
望
む
が
、
現
況
に
お
い
て
、
市
報
・

議
会
だ
よ
り
等
の
配
布
方
法
の
変
更
は
、
市

民
へ
の
市
政
情
報
提
供
に
混
乱
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
強
く
懸
念
す
る
。
当
局
に
お

い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
十
分
考
慮
し
、
遺
漏

な
く
万
全
の
体
制
で
臨
み
、
配
布
に
問
題
が

生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
元
の
配
布
方
法
に

戻
す
こ
と
。

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
武
蔵
野
市
議
会
は
、国
会
及
び
政
府

に
対
し
、早
期
解
決
に
向
け
関
係
者
に
働
き
か

け
る
な
ど
一
層
努
力
す
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。

(

衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
・
総
務
・

厚
生
労
働
・
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

見
書

意

議
決

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

１面写真募集要領　 次回の締切5月14日

◎With You は今回お休みいたします。

TEL 0422-60-1883
メールアドレス OFC-GIKAI@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ http://www.city.musashino.lg.jp/cms/gikai/

議　会 
事務局 

議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせ下さい。 

会派名簿 
　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、
議会活動の１つの基盤となります。平成19年４月30日をもって任期満了となります。 

（氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です） 

自由民主クラブ 
460-1884

やすえ　清　治　　きくち　太　郎 
島　崎　義　司　　近　藤　和　義 
鈴　木　有　臣　　田　中　節　男 
井　口　良　美　　石　井　一　徳 
金　子　　　武 

市議会公明党 
460-1887

小　林　清　章　　小　野　正　二 
田　辺　あき子 

日本共産党武蔵野市議団 
460-1888

梶　　　雅　子　　向　谷　千　鳥 
本　間　まさよ 

むさしのリニューアル 
460-1890

三　宅　英　子　　大　野　まさき 

無会派議員 
460-1886

桜　井　和　実 

無会派議員 
460-1909

山　本　ひとみ 

民主・市民ネット 
460-1889

松　本　清　治　　砂　川　なおみ 
川　名　ゆうじ　　深　沢　達　也 
露　木　正　司　　水　野　　　学 

市議会市民クラブ 
460-1885

山　下　倫　一　　土　屋　美恵子 
与　座　　　武　　桑　津　昇太郎 
寺　山　光一郎 

現在、平成18年9月定例会以降の本会議、決算特別委員会、予算特別委員会の模様を録画中継でご覧いただけます。また、市
議会議員選挙後、初めての臨時会本会議（５月開催予定）、６月定例会本会議の生中継を配信する予定です。なお、録画中継は、生
中継終了後3日程度（土・日・休日を除く）でご覧いただけます。

武蔵野市ホームページから → 市議会 → インターネット中継 の順にクリックしてください。

政務調査費（本市では市政調査研究費）は、議員の調査研究活動の充実強化、
地方議会の活性化を図るために地方自治法で定められた制度で、本市では、条
例・規則により交付額や使途基準が以下のとおり規定されています。

●交付額について
議員1人当たり月額4万円（年額48万円）です。

●使途基準について
市政に関する調査研究に必要な経費以外の

支出は認められません。本市議会では、平成19

年4月に、支出の透明性をさらに高めるため、支出

が認められない経費を明文化する等、規定の改

正を行いました。

・支出が認められない経費

交際費、政党・後援会・選挙活動に要する

経費、飲食に要する経費（先進地調査等の

宿泊費に含まれるものを除く）、私人とし

ての活動に要する経費

●視察報告書の提出について
市政調査研究費により視察を行った場合は、

調査報告書を提出しなければなりません。

●領収書等の提出について
年度終了時には、領収書等の写しを添付し

て収支報告書を提出しなければなりません。

残金がある場合、返還する必要があります。

「武蔵野市議会だより」は本号より全戸配布

「武蔵野市議会だより」は、これまで新聞折込でしたが、
本号より全戸配布となります。

インターネット議会中継をご覧いただけます

インターネット議会中継ホームページ http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/


